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nanostructures (Plenary， Invited)”, 4th International Workshop on Epitaxial Growth and 
Fundamental Properties of Semiconductor Nanostructures (SemiconNano 2013) Lake Arrowhead， 
California， USA  (2013．9．30) (*) 

63. Hiroki Oba and Yutaka Sasaki, Clinical Relation Extraction with Semi-Supervised Learning,  
International Symposium on Languages in Biology and Medicine 2013 (LBM-2013), Tokyo, December 
2013 (*) 

 

国内会議 
1. 史金星，月本直，下田昌利，“ケーブル膜構造の形状決定と形状最適化”，日本機械学会 2016

年度年次大会講演論文集，2016年 9月 22日，名古屋大学 東山キャンパス 
2. 村松吉晃，下田昌利，“直交異方性シェル構造の材料配向角と形状の最適化”，日本機械学会 

2016年度年次大会講演論文集，2016年 9月 22 日，名古屋大学 東山キャンパス(*) 
3. 下田昌利，小坂新太郎，史金星，“強度設計問題に対する骨組構造体の形状最適設計法”， 

日本機械学会 2016年度年次大会講演論文集，2016年 9月 22日，名古屋大学 東山キャンパス(*) 



4. 鈴木貴之，山田富明，河合亮輔，川口翔平，張東岩，岩田直高，”プラズマ励起原子層堆積保
護膜による AlGaN/GaN HEMT の表面安定化”，第 77回応用物理学会春季学術講演会(朱鷺メッセ，新
潟)，16p-B1-1，2016年 9月 16 日． 

5. 下田昌利，小坂新太郎，史金星，“変形コントロールを目的とする大変形シェル構造の形状最
適化”，日本機械学会 2016 年度年次大会講演論文集，2016年 9月 14日，九州大学 伊都キャンパ
ス(*) 

6. 史金星，下田昌利，“周波数応答問題に対する象嵌構造の界面形状最適化”，日本機械学会 2016
年度年次大会講演論文集，2016年 9月 14日，九州大学 伊都キャンパス(*) 

7. 山本昌平，竹内恵悟，高野孝義，武野計二，“接触面圧力変化における接触熱抵抗のヒステリ
シス特性”，日本機械学会 2016年度年次大会講演論文集，2016年 9月 14 日，九州大学 伊都キャ
ンパス(*) 

8. 山本昌平，片山結美子，武野計二，“煙点試験に及ぼす雰囲気酸素濃度の影響”，日本機械学
会 2016 年度年次大会講演論文集，2016年 9月 13日，九州大学 伊都キャンパス 

9. 伊藤宏徳，山本昌平，武野計二，“可燃性予混合気の熱面発火における金属表面形状の影響”，
日本機械学会 2016年度年次大会講演論文集，2016年 9月 12日，九州大学 伊都キャンパス(*) 

10. 武野計二，高野孝義，“接触熱抵抗のヒステリシス特性”，日本伝熱学会東海支部 第 23 回伝
熱コロキウム，2016年 7月 22 日，名古屋(*) 

11. 古谷克司，中村祐介，瓜田明：多相空気流を用いた薄板の非接触双方向搬送法，第 21 回知能
メカトロニクスワークショップ講演予稿集，pp. 105-108 (2016) 

12. 古谷克司，土屋昂敬，山岸宏規：選択的放電固化による積層造形法に関する基礎実験， 電気
加工技術，Vol. 40, No. 125, pp. 15-20 (2016). 

13. 金子健正，古谷克司：放電加工により形成されるケイ化物層や固溶体層を利用したモリブデン
のクラックレス加工， 電気加工技術，Vol. 40, No. 125, pp. 8-12 (2016). 

14. 川津 琢也、野田 武司、佐久間 芳樹、榊 裕之，“微傾斜 GaAs(111)B 基板上に作製した
GaSbタイプⅡナノロッドの光学異方性”，第 63回応用物理学会春季学術講演会 (東京工業大学 
大岡山キャンパス)20p-P16-5 (2016.3.20 ポスター発表) 

15. 藤﨑敬介「電磁界融合学とモータ駆動システム」平成２８年電気学会全国大会, , 5-025, 東北大学 川
内北キャンパス, 2016.3.16-18 

16. 加藤義之、デニニコラ、小田原峻也、藤﨑敬介「有限要素法による鋼板 1枚の厚さを考慮した IPMSM
の鉄損評価」平成２８年電気学会全国大会, 5-133, 東北大学 川内北キャンパス, 2016.3.16-18 

17. 溝田昂亮，小田原峻也，藤﨑敬介「インバータ励磁が試料形状に与える鉄損特性」平成２８年電気学
会全国大会, 4-185, 東北大学 川内北キャンパス, 2016.3.16-18 

18. 小田原峻也，藤﨑敬介「異常渦電流損係数κの周波数・磁束密度特性」平成２８年電気学会全国大会, 
2-095, 東北大学 川内北キャンパス, 2016.3.16-18 

19. 吉村有人，近藤智明，田邊真一，川西通裕，成清辰生，“粒子群最適化法を用いたエネルギー管理シ
ステムの制御”，第３回計測自動制御学会制御部門マルチシンポジウム，名古屋，2016年 3月 7 日-10
日 

20. 小田原峻也,近都恵介,藤﨑敬介「電気モータ用無方向電磁鋼板の実測データとカタログデータの比
較」電気学会リニアドライブ研究会資料, LD-16-021, 関西大学 100周年記念会館, 2016.1.16 

21. 小田原峻也,近都恵介,藤﨑敬介「電気モータ用無方向電磁鋼板の実測データとカタログデータの比
較」電気学会リニアドライブ研究会資料, LD-16-021, 関西大学 100周年記念会館, 2016.1.16 

22. 不破勝彦，成清辰生，大羽達志，“Hurwitz 行列を用いた Lyapunov 方程式の一解法”，電気・電子・
情報関係学会東海支部連合大会，名古屋，2015年 9月 28 日-29日 

23. 不破勝彦，田中智也，成清辰生，“デュアルオブザーバを用いた強安定化制御系設計” ，電気・電子・
情報関係学会東海支部連合大会，名古屋，2015年 9月 28 日-29日 

24. 大嶋宏典，成清辰生，川西通裕，鈴木光久，“直立 4 足歩行型パワーアシストロボットの開発”，
LIFE2015, 2015年 9月 7日-9 日，福岡(*) 

25. 小嶋伸一郎，成清辰生，川西通裕，“神経振動子を用いた四脚ロボットの歩容制御”，第 33 回日本ロ
ボット学会学術講演会, 2015年 9月 3日-5日，東京(*) 

26. 古谷克司，野村和樹，岡田達明，佐伯和人，大上寛之：真空中における岩石の切断特性に対するソー
ワイヤ表面性状の影響，2016 年度日本機械学会年次大会講演論文集，G1300103 (2015.9) 

27. 古谷克司，土屋昂敬，山岸宏規：選択的放電固化による積層造形法（第 1 報）基礎実験，2015 年度
精密工学会秋季大会学術講演会講演論文集，pp. 1-2 (2015.9) 

28. 古谷克司，“駆動電流による圧電アクチュエータの発生力の推定法”，第一回先端アクチュエータ・シ
ステムの設計と応用に関する研究分科会，名古屋市千種区 (2015.8) (*) 

29. 古谷克司，中村祐介，“多相空気流を用いた薄板の非接触搬送法の基本構想”，第 27 回「電磁力関連
のダイナミクス」シンポジウム講演論文集，長崎県佐世保市 (2015.5) (*) 

30. 古谷克司，中村祐介，“多相空気流を用いた薄板の非接触搬送法(第 1 報)基本構想”，2015 年度精密
工学会春季大会学術講演会講演論文集，東京都文京区 (2015.3) (*) 

31. 古谷克司，“旋盤型電解放電加工機による絶縁物の加工”，第 21 回電解加工研究委員会，東京都文京
区 (2015.2) (*) 



32. 史金星，下田昌利，“熱変形実現を目的とする複合構造の形状最適化”，日本機械学会第 28 回計算
力学講演会，横浜, 2015年 10 月 10日-12日(*) 

33. 亀山晃希，下田昌利，“骨組構造体の形状-寸法同時最適化”，日本機械学会第 28 回計算力学講演会，
横浜, 2015年 10月 10 日-12 日(*) 

34. 池谷賢一，下田昌利，“形状制約を考慮した直交異方性シェルの形状最適設計”，日本機械学会第
28 回計算力学講演会，横浜, 2015年 10月 10日-12日(*) 

35. 池谷賢一，下田昌利，“異方性材料を考慮したシェル構造に対する形状-板厚の多目的最適化手法”，
日本機械学会第２５回設計工学・システム部門講演会講演論文集，2015年 9月 23 日，長野(*). 

36. 小坂真太郎，下田昌利，“非線形性を考慮したシェル構造の形状最適化手法”，日本機械学会第２５回
設計工学・システム部門講演会講演論文集，2015年 9月 23 日，長野(*). 

37. 田中崇一，下田昌利，“H1 勾配法を利用したスポット溶接位置の最適化”，日本機械学会 2015 年度
年次大会講演論文集，2015年 9月 13日，札幌(*) 

38. 善本諒，下田昌利，“骨組構造体の弾性座屈に対する形状最適化手法”，日本機械学会 2015 年度年
次大会講演論文集，2015年 9月 13日，札幌(*) 

39. 永野智大，下田昌利，“不確定荷重に対するソリッド体のロバスト形状最適化”，日本機械学会 2015
年度年次大会講演論文集，2015年 9月 13日，札幌(*) 

40. 杉村和哉，大森雅登，野田武司，Vitushinskiy Pavel，岩田直高，榊裕之，“赤外用三角障壁フォト
トランジスタの暗電流低減と室温動作”，第 76 回応用物理学会秋季学術講演会(名古屋国際会議
場)(2015.9.15)(*) 

41. 大森雅登，野田武司，小嶋友也，杉村和哉，Pavel Vitushinskiy，岩田直高，榊裕之，“InP(100)基
板上における InAs/InAlGaAs 量子ロッド構造の形成”，第 76 回応用物理学会秋季学術講演会(名古屋
国際会議場)(2015.9.14)(*) 

42. 川津琢也，野田武司，佐久間芳樹，榊裕之，“GaSb/GaAs 量子ドットの光学異方性における後熱処理
の効果”，第 62 回応用物理学会春季学術講演会(東海大学)(2015.3.13)(*) 

43. 大森雅登，杉村和哉，小嶋友也，加戸作成，野田武司，Pavel Vitushinskiy，岩田直高，榊裕之，“三
角障壁フォトトランジスタによる高感度赤外光検出”，第 62 回応用物理学会春季学術講演会(東海大
学)(2015.3.13)(*) 

44. 藤﨑敬介「マイクロ波プロセッシングのエネルギー的意義」第 9回日本電磁波エネルギー応用学会シ
ンポジウム(Sympo2015), O-26, pp.70-71, 2015.11.20. 

45. 加藤義之,デニニコラ,小田原峻也,藤崎敬介「実測と解析による IPMSM のインバータ励磁鉄損の評価」
電気学会回転機/リニアドライブ合同研究会、RM-15-110, LD-15-061, 2015.9 

46. 家城昌治,ニコラデニ,岡本昭太郎,小田原峻也,藤崎敬介「NO材コアを用いた IPMSMの 10000rpmにお
ける鉄損特性評価」電気学会回転機/リニアドライブ合同研究会、RM-15-112, LD-15-063, 2015.9 

47. 溝田 昂亮、小田原 峻也、藤崎 敬介「印加電圧と試料形状の差異による鉄損特性」電気学会回転機/
リニアドライブ合同研究会、RM-15-106, LD-15-057, 2015.9 

48. 藤﨑敬介，“電磁アクチュエータシステムのための磁性材料の必要性と課題”，S22(1)-S22(4)（第 5
分冊）電気学会全国大会，東京，S22-1, S22(1)-S22(4)（第 5 分冊）, 2015.3 

49. 小田原峻也，猿渡敬介，山本章吾，藤﨑敬介, 進藤裕司，吉川直樹，小西崇文，“磁界解析によるギ
ャップ付鉄芯リアクトルの 高周波損失評価”，電気学会全国大会，東京，5-062, 2015.3（＊） 

50. 山本章吾，小田原峻也，藤﨑敬介，進藤裕司，吉川直樹，小西崇文，“高周波励磁下におけるギャッ
プ付リアクトルコアの鉄損と鉄芯コア材料の鉄損特性の比較”，電気学会全国大会，東京，5-061, 
2015.3（＊） 

51. 寺澤槙恵, 苅田桃子, 熊谷慎也, 佐々木実, “容量計測型呼吸センサにおける電極配置と信号の安
定化”, 第 63回 応用物理学会 春季学術講演会 21p-P17-16, 東京工業大学, 2016.3.19-22. 

52. 寺澤槙恵，熊谷慎也，佐々木 実，“容量計測型呼吸センサのための衣服組み込み電極”，第 62回 応
用物理学会 春季学術講演会（2015.3.11）11p-A29-9. 【注目講演に推薦される】 

53. 寺澤槙恵，熊谷慎也，佐々木実, “密着型呼吸センサ”, 日本機械学会マイクロ・ナノ工学部門主催 
第 7回マイクロ・ナノ工学シンポジウム, 健康診断・ヘルスケアのためのマイクロシステム応用-II, 
30pm1-C-5, 新潟, 2015.10.30. 

54. 山本 昌平，武野 計二，“TSIによる現象論すす生成モデルにおける修正係数の検討”，第 53回燃焼
シンポジウム講演予稿集， pp.290-291，2015-11 つくば（2015）(*) 

55. 山本 昌平，武野 計二，“高圧水素拡散火炎の着火・保炎位置に関する数値解析”，第 53回燃焼シン
ポジウム講演予稿集， pp.100-101，2015-11 つくば（2015）(*) 

56. 鈴木貴之，滝川陽介，張東岩，内藤志麻子，岩田直高，“ビスエチルメチルアミノシランを用いた原
子層堆積 SiO2保護膜を有する AlGaAs/InGaAs HMETの特性”，第 62 回応用物理学会春季学術講演会，
応用物理学会，東海大学 湘南キャンパス，2015年 3月 11 日 (*) 

57. 小野正貴，三輪誠，佐々木裕，“辞書と文脈情報を用いた対義語モデルの学習”，第 21 回言語処理学
会年次大会，C5-2，pp.756-759，京都，2015年 3 月 (*) 

58. 森洸樹，三輪誠，佐々木裕，“語順と共起を考慮したニューラル言語モデルによる英文穴埋め”，第
21 回言語処理学会年次大会，C5-2，pp.760-763，京都，2015年 3月 (*) 

59. 森洸樹, 三輪誠, 佐々木裕, “英文穴埋め問題における文章ベクトルと学習データの質の影響”, 



第 222回自然言語処理研究会, 首都大学東京 秋葉原サテライトキャンパス, 2015年 6月 (*) 
60. Norihiro Nakashima, Hajime Matsui，“Modified DFTs for Affine Variety Codes，” 第 38 回情報

理論とその応用シンポジウム予稿集，pp.177-182, 11月 24 日－27 日，2015 (*) 
61. Hajime Matsui，“On Multiple-Valued Logic Polynomials of a Product Type，” 第 38 回情報理論

とその応用シンポジウム予稿集，pp.748-751, 11月 24 日－27 日，2015 (*) 
62. 木下真志，松井一，“ガウス素数の掘割問題についての虚二次数体への一般化と右手法”，電気・電子・

情報関係学会東海支部連合大会，名古屋，2015年 9月 29 日 (*) 
63. 中島規博，松井一，“グレブナー基底と DFTを用いたエルミート曲線符号の符号化・復号化”，電気・

電子・情報関係学会東海支部連合大会，名古屋，2015年 9月 28日(*) 
64. 中島規博，松井一，“有限体の部分半群における DFTのアフィン多様体符号への応用”，電子情報通信

学会ソサイエティ大会基礎・境界講演論文集 A-6-3，p.97，仙台，2015年 9月 11日(*) 
65. 木下真志，松井一，“右手法を用いた虚二次数体の素元における掘割探索法の並列化”，電子情報通信

学会ソサイエティ大会 基礎・境界講演論文集 A-12-2，p.123，仙台，2015年 9月 9日(*) 
66. 木下真志，松井一，“虚二次数体の素元に対する掘割問題についての高速探索法”，電子情報通信学会 

技術研究報告（コンピュテーション研究会），COMP2015-10 (2015-06)，pp.67-74，札幌，2015 年 6
月 13 日(*) 

67. 中島規博，松井一，“離散フーリエ変換と BMSアルゴリズムを用いた射影 Reed-Muller 符号の復号法”，
日本数学会年会応用数学分科会講演アブストラクト，pp.75-78，東京，2015年 3月 22 日(*) 

68. 木村政稔，Pham Hang，川西通裕，成清辰生，“多クラス分類 SVMによる装着型下肢パワーアシストシ
ステムの制御に関する研究”，第 1 回計測自動制御学会制御部門マルチシンポジウム，東京，2014年
3 月 4 日-7日(*) 

69. 清水大河，Barkan Ugurlu，成清辰生，川西通裕，“強化学習を用いた四脚ロボット(RoboCat-1)のコ
ンプライアンス制御”，第 32 回日本ロボット学会学術講演会， 福岡， 2014年 9月 4日-6 日(*) 

70. 不破勝彦，田中智也，成清辰生，“デュアルオブザーバを用いた強安定化制御に対する一考察”，電気・
電子・情報関係学会東海支部連合大会，名古屋，2014年 9月 8 日-9日 

71. 古谷克司，“ホイールシステム：UZUME 縦孔探査への応用可能性”，第四回 月と火星の縦孔・溶岩チ
ューブ探査研究会，山梨県南都留郡富士河口湖町 (2014) 

72. 金子健正，古谷克司，“モリブデンのクラックレス放電加工(第 2 報)結晶粒の異方性がクラック発生
に及ぼす影響”，2014年度精密工学会春季大会学術講演会，東京都文京区 (2014) 

73. 古谷克司，吉田典道，“放電加工を利用した熱ひずみによる金属薄板の曲げ加工”，第 211回電気加工
研究会，東京都新宿区 (2014) 

74. 古谷克司，荒井和行，小嶋俊介，“旋盤型電解放電加工による絶縁性材料の細軸加工”，第 212 回電気
加工研究会，名古屋市昭和区 (2014) 

75. 春山純一，河野功，久保田孝，西堀俊幸，山本幸夫，岩田隆浩，大槻真嗣，川勝康弘，佐伯和人，橋
爪光，清水久芳，諸田智克，西野真木，小林憲正，横堀伸一，長谷部信行，白尾元理，片山保宏，加
藤裕基，妻木俊道，香河英史，升岡正，神澤拓也，石上玄也，有隅仁，山海嘉之，古谷克司，上野誠
也，岩崎晃，吉田和哉，嶋田和人，ほか UZUME Team，“月の縦孔・地下空洞探査が拓く，日本の月惑
星科学の未来”，第 47 回月・惑星シンポジウム，相模原市中央区 (2014) 

76. 古谷克司，犬飼亮太，岡田達明，佐伯和人，大上寛之，“真空環境下におけるワイヤソーを用いた岩
石の加工特性(第 7 報)摩擦試験による加工量低下原因の推定”，2014 年度精密工学会秋季大会学術講
演会，鳥取市 (2014) 

77. 福原陽亮，吉村雅満，小瀬村大亮，小椋厚志，神津知己，後藤千絵，川口哲成，“タッピング AFM－
チップ増強ラマン分光測定の最適化”，2014年第 61 回応用物理学会春季学術講演会，青山学院大学，
神奈川 (2014/3/18) 

78. クンドウ スブラタ クマル，熊谷慎也，佐々木実，“容量計測による衣服型呼吸センサ”，第 31 回「セ
ンサ・マイクロマシンと応用システム」シンポジウム， 21pm3-PS082． 2014．10．21 

79. 史金星，下田昌利，“フリーフォルム最適化手法による異種材料の界面形状設計”，日本機械学会 第
11 回最適化シンポジウム（OPTIS2012）論文集，金沢，2014年 12月.12日(*), 

80. 下田昌利，永野智大，亀山晃希，“骨組構造のノンパラメトリック形状最適化”，日本機械学会第 11
回最適化シンポジウム（OPTIS2012）論文集，金沢，2014年 12 月.12 日(*) 

81. 小園翔，下田昌利，劉陽，“制振せん断パネルダンパの形状最適化”，日本機械学会第 24回設計工学・
システム部門講演会 講演論文集（2014-9，徳島） 

82. 小坂真太郎，下田昌利，“非線形性を考慮した荷重制御目的とするシェル構造の形状最適設計”，日本
機械学会第 24回設計工学・システム部門講演会 講演論文集（2014-9，徳島） 

83. 川江元気，下田昌利，“薄板の溶接位置の最適化手法”，日本機械学会第 24 回設計工学・システム部
門講演会 講演論文集（2014-9，徳島） 

84. 亀山晃希，下田昌利，“所望の変形を実現する骨組構造の形状同定手法”，日本機械学会第 24 回設計
工学・システム部門講演会 講演論文集（2014-9，徳島） 

85. 山根滉一，下田昌利，“可変境界を有する骨組み膜構造の形状最適化手法”，日本機械学会２０１４年
度年次大会 講演論文集（2014-9，東京） 

86. 池谷賢一，下田昌利，“複合材料から成るシェル構造の形状・板厚の 2 段階最適化”，日本機械学会



２０１４年度年次大会 講演論文集（2014-9，東京） 
87. 永野智大，下田昌利，“不確定荷重に対するシェル構造体のロバスト形状最適化問題の解法”，日本機

械学会２０１４年度年次大会 講演論文集（2014-9，東京） 
88. 川津琢也，野田武司，間野高明，佐久間芳樹，榊 裕之，“高指数面 GaAs基板上の GaSbおよび AlSb

量子ドットの成長”，第 75回応用物理学会秋季学術講演会 (北海道大学 札幌キャンパス) (2014．9．
19) (*) 

89. 秋山芳広，丹羽亮介，榊 裕之，“AlGaN/GaN HEMT における界面凹凸散乱と合金散乱の大小関係”，
第 75 回応用物理学会秋季学術講演会 (北海道大学 札幌キャンパス) (2014．9．18) (*) 

90. 野田武司，間野高明，Martin Elborg，川津琢也，Liyuan Han，榊裕之，“量子井戸太陽電池を用いた
二段階光吸収によるフォトカレント生成”，第 61 回応用物理学会春季学術講演会(青山学院大学相模
原キャンパス) (2014．3．18) (*) 

91. 藤崎敬介，“基調報告「次世代モータと磁性材料の課題”，公益社団法人日本磁気学会  第３回岩崎
コンファレンスの開催，「磁気理工学のエネルギ分野への革新的展開」平成 26年 12 月 3日(水)~4 日
(木), 日立金属・高輪和彊館，東京 

92. 山本章吾,小田原俊也,藤崎敬介,進藤裕司,吉川直樹,小西崇文，“ギャップ付鉄心リアクトルの損失と
鉄心の材料特性損失の比較”，電気学会マグネティックス・リニアドライブ・日本磁気学会合同研究
会資料，名古屋，MAG-14-205，LD-14-097, 2014.12. (*) 

93. 小田原峻也,猿渡敬介,山本章吾,藤崎敬介，“高周波リアクトルの並列巻線位置による巻線電流のアン
バランス”，名古屋，MAG-14-206, LD-14-098, 2014.12. (*) 

94. 下屋直人,藤﨑敬介,柳井武志，“電解めっきで作製した Fe-Ni 膜の高周波特性”，電気学会マグネティ
ックス・リニアドライブ・日本磁気学会合同研究会資料，名古屋，MAG-14-213, LD-14-105, 2014.12. 
(*) 

95. 藤崎敬介，“ミクロ材料電磁界数値解析による高周波軟磁性材料の形状と損失特性”，電気学会マグネ
ティックス・リニアドライブ・日本磁気学会合同研究会資料，名古屋，MAG-14-208, LD-14-100, 
2014.12. (*) 

96. 藤﨑敬介，“今後の電気エネルギーの磁性材料に必要な磁気特性”，日本ボンド磁性材料協会（旧・日
本ボンド磁石工業協会）：JABM 主催 第 86 回 技術例会プログラム 「今後の軟磁性材料の応用・基
礎と発展」，東京， 平成 26 年 9 月 18 日 (木) 

97. K. Fujisaki，“Advanced magnetic material requirement for higher e_cient electrical motor 
design”，第 38回 日本磁気学会学術講演会, Symposium “Challenge of Magnetics to Improve Energy 
Efficiency”,横浜, 4aB-2, 2014.9 

98. 山本章吾，小田原峻也，藤崎敬介，“インバータ励磁における高周波数・高磁束密度の鉄損測定”，平
成 26 年電気学会産業応用部門大会，3-29, 東京電機大，東京，2014.8(*) 

99. 山本章吾, 藤﨑敬介，“単相 PWMインバータを用いた軟磁性体の高周波鉄損特性評価”，電気学会リニ
アドライブ研究会，名古屋，LD-14-033, 2014.7. (*) 

100. 古賀尚子, 小田原峻也, 藤崎敬介，“GaN-MOSFET インバータによる 190 kHz キャリア周波数の
鉄損特性”，電気学会リニアドライブ研究会，名古屋，LD-14-036, 2014.7. (*) 

101. 田中陽大, 小田原峻也, 藤崎敬介，“田中陽大, 小田原峻也, 藤崎敬介”，電気学会リニアドラ
イブ研究会，名古屋，LD-14-037, 2014.7. (*) 

102. 武野計二，松本啓吾，小林真，大島義人，“草本系バイオマスの高温ガス化過程における Cs の
挙動”，草本系バイオマス資源作物公開シンポジウム，2014-11-14 東京（2014） 

103. 山本 昌平，武野 計二，“アルコール混合油を燃料としたディーゼル機関からのすす排出量予
測”，第 52回燃焼シンポジウム講演予稿集， pp.206-207，2014-12 岡山（2014）(*) 

104. 武野計二，“漏洩水素ガスの爆発実験と解析”，衝撃的な事象に関する風工学的問題に関する研
究会，2014年 2 月 

105. 大場弘樹，佐々木裕, “Self-Training を用いた電子カルテからの関係抽出”，第 19 回言語処
理学会年次大会, pp. 87-90, 2014年 3 月 (*) 

106. 後藤 太一，Zheng Liu，“画像分割による融合画像の主観的な評価”，平成 26 年度電気・電子・
情報関係学会東海支部連合大会 

107. ビクトル  パルケ，小林正和，東正毅，“ Homeostatic Learning Networks on Unknown 
Environments”，2014年度精密工学会春季大会学術講演会，2014年 3月 18日～20 日，東京大学 

108. 谷川祐介，松井一，木村大樹，“ある種の多値論理多項式に対する畳み込み定理と高速乗算法”，
第 37 回情報理論とその応用シンポジウム予稿集，pp.620-625，富山県黒部市，2014年 12月 12日(*) 

109. 木下真志，松井一，“虚二次数体の素元における掘割問題の数値計算”，第 37回情報理論とその
応用シンポジウム予稿集，pp.615-619，富山県黒部市，2014年 12月 12日(*) 

110. Norihiro Nakashima, Hajime Matsui，“Correction of Errors for Projective RM Codes by 
Decomposing Projective Space into Affine Spaces”，第 37 回情報理論とその応用シンポジウム予
稿集，pp.89-94，富山県黒部市，2014年 12月 10 日(*) 

111. Hajime Matsui，“On Generator Matrices of Codes over a Class of Euclidean Domains”，第
37 回情報理論とその応用シンポジウム予稿集，pp.84-88，富山県黒部市，2014年 12 月 10日(*) 

112. 中島規博，松井一，“射影 Reed-Muller 符号の誤り値決定と計算量”，電子情報通信学会ソサイ



エティ大会，基礎・境界講演論文集 A-6-1， p．86， 9 月 23日－26日，2014(*) 
113. N． Nakashima， H． Matsui，“Fast decoding algorithm for projective Reed-Muller codes 

and its computational complexity”，電子情報通信学会 情報理論研究会，IT2014-41，pp．1-6，9
月 19 日，2014(*) 
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会 総合大会，基礎・境界講演論文集 A-6-7， p．115， 3月 18日－21日，2014(*) 

115. 松田忠典，松井一，川西通裕，成清辰生，“一般化 Stability Feeler によるロバスト安定解析
の計算量検討”，第 1回計測自動制御学会制御部門マルチシンポジウム， 3月 4日－7 日， 2014(*) 

116. 大嶋宏典，ウグルバルカン，川西通裕，成清辰生，“対麻痺者の歩行支援を行う装着型パワーア
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市美浜区 (2013.5) (*) 

118. 犬飼亮太，古谷克司，高野孝義，岡田達明，佐伯和人，大上寛之，“真空環境下におけるワイヤ
ソーを用いた岩石の加工特性(第 6報)切削時の温度シミュレーション”，2013年度精密工学会秋季大
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121. 金子健正，古谷克司，“モリブデンのクラックレス放電加工－チタン電極を用いた加工－”，電
気加工学会全国大会 (2013)，名古屋市中村区 (2013) 

122. Seiya Suzuki， Takashi Nagamori， Yuki Matsuoka， Masamichi Yoshimura，“Effect of High 
Pressure Pre-Annealing on Graphene Growth on Copper by Chemical Vapor Deposition”，第 45
回 フラーレン・ナノチューブ・グラフェン総合シンポジウム (2013/8/6) 
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鋳造工学会第 162回全国講演大会，(2013-5/25-26) 山梨大学 
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会第 23回設計工学・システム部門講演会 講演論文集（2013-10，沖縄県読谷村） 
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の形状設計法”，日本機械学会第 26回計算力学部門講演会 講演論文集（2013-9，佐賀） 
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137. 中村 翔，大森雅登，Pavel Vitushinskiy，榊 裕之，“量子ドット構造を用いた三角障壁フォ
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